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人
類
の
最
初
の
祖
先
と
さ
れ
る
猿
人
が
地
球

に
登
場
し
た
の
は
約
五

0
0
万
年
前
と
さ
れ
る

が
、
直
系
の
祖
先
に
な
る
新
人
の
登
場
は
二
〇

万
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
地
球
に
存
在

し
て
い
る
動
物
と
植
物
は
約
八
七

0
万
種
と
推

定
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
種
で
し
か
な
い
人
類
は

二
0
万
年
問
の
直
近
の

O・

ニ
五
％
の
五

0
0

年
前
ま
で
は
微
々
た
る
増
加
で
あ
っ
た
が
、
そ

こ
か
ら
現
在
ま
で
の
一
五

0
0年
間
で
四
億
人

か
ら
二
十
倍
の
八

0
億
人
に
激
増
し
た
。

こ
の
急
速
な
増
加
は
地
球
の
鉱
物
資
源
の
枯

渇
、
自
然
環
境
の
破
壊
、
動
物
植
物
の
絶
滅
な

ど
環
境
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
民
族
紛
争
、
領

土
係
争
、
政
治
闘
争
な
ど
の
社
会
問
題
も
発
生

さ
せ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
問
題
の
背
景
に
あ
る

の
が
人
災
と
い
う
言
葉
が
象
徴
す
る
よ
う
な
人

間
の
欲
望
で
あ
る
。
今
回
は
地
球
の
歴
史
で
は

＿
瞬
で
し
か
な
い
最
近
に
人
間
の
欲
望
が
発
生

さ
せ
た
人
災
と
も
表
現
で
き
る
環
境
問
頼
を
紹

介
し
た
い
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ナ
ウ
サ
ギ
の
繁
殖

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
に
は
数
万
年
前
か
ら

ア
ボ
リ
ジ
ニ
と
い
う
民
族
が
渡
来
し
て
い
た
が
、

西
欧
社
会
の
視
点
で
は
世
界
周
航
時
代
の
後
半

の
十
七
世
紀
に
な
り
帆
船
の
船
乗
り
が
到
来
し

図1アナウサギ

た
の
が
最
初
と
さ
れ
る
。
以
後
、
植
民
す
る

人
々
が
次
々
に
到
来
し
て
く
る
が
、
そ
の
一
人

の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
到
来
し
ビ
ク
ト
リ
ア
州
で
牧

場
経
営
を
し
て
い
た

T
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
一

八
五
九
年
に
狩
猟
対
象
の
動
物
と
し
て
二
四
匹

の
ア
ナ
ウ
サ
ギ
を
祖
国
か
ら
輸
入
し
た
（
図

1
)
。
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早
速
、
牧
場
周
辺
の
原
野
に
放
逐
し
た
と
こ

ろ
、
天
敵
不
在
の
た
め
一
気
に
繁
殖
、
毎
年
一

0
0キ
ロ
と
い
う
速
度
で
生
息
範
囲
を
拡
大
し

て
環
境
破
壊
を
は
じ
め
た
。
ア
ナ
ウ
サ
ギ
の
妊

娠
期
間
は
約
三

0
日
で
、
メ
ス
は
出
産
し
て
か

ら
数
時
間
後
に
は
妊
娠
で
き
、
誕
生
し
た
子
供

も
四
ヶ
月
も
あ
れ
ば
妊
娠
可
能
に
な
る
と
い
う

異
常
な
繁
殖
能
力
の
た
め
、
多
数
を
射
殺
し
た

が
増
加
を
阻
止
で
き
ず
、
一
部
で
は
広
大
な
農

地
を
放
棄
せ
ざ
る
を
え
な
い
事
態
と
な

っ
た
。

そ
こ
で

一
八
八
三
年
に
ウ
サ
ギ
を
放
逐
し
た

人
間
を
処
罰
す
る

「ウ
サ
ギ
有
害
物
法
」
が
成

立
し
、

一
九

0
七
年
に
は
日
本
列
島
の
延
長
よ

り
長
大
な
大
陸
を
横
断
す
る
三
二

0
0キ
ロ
の

金
網
の

フ
ェ
ン
ス
を
構
築
し
た
が
効
果
は
な

く
、
現
在
で
も
一
億
五

0
0
0万
匹
以
上
が
生

息
し
て
作
物
な
ど
の
被
害
に
よ
る
経
済
損
失
は

年
間
三

0
0億
円
以
上
に
な

っ
て
い
る
。
自
然

環
境
は
微
妙
な
均
衡
で
維
持
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
破
綻
が
も
た
ら
す
結
果
を
象
徴
す
る
好
例
で

あ
る
。

タ
ン
ガ
ニ
ー
カ
で
の
ビ
ー
ナ
ッ
ツ
計
画

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
に
イ
ギ
リ
ス
首
相

と
な

っ
た

C
・
ア
ト
リ
ー
は
植
民
地
解
放
を
実

施
し
た
。
独
立
し
た
旧
植
民
地
の
経
済
活
動
を

支
援
す
る
た
め
、
ア
フ
リ
カ
の
イ
ン
ド
洋
側
に

あ
る
タ
ン
ガ
ニ
ー
カ

（現
在
の
タ
ン
ザ
ニ
ア
）

（図

2
)
で
は
イ
ギ
リ
ス
で
不
足
す
る
植
物
油

を
生
産
す
る
た
め
ピ
ー
ナ
ツ
の
栽
培
を
普
及
さ

せ
よ
う
と
大
量
の
資
金
を
投
入
し
た
。
そ
の
事

業
は
植
民
地
時
代
の
農
業
管
理
官
で
あ

っ
た

J
・
ウ
ェ
イ
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
が
担
当
し
た
。

＿
九
四
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ウ
ェ
イ
ク

フ
ィ
ー
ル
ド
を
団
長
と
す
る
調
査
団
を
派
遣
し

た
。
そ
の
結
果
、
土
壌
は
貧
弱
で
あ
る
が
改
良

で
き
る
と
判
断
さ
れ
、
六
年
を
か
け
て
六

0
0

＼ 

／
／
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図2タンザニア

世
界
で
面
積
最
小
の
国
家
は
ヴ
ァ
チ
カ
ン
市

国
、
二
位
は
モ
ナ
コ
公
国
で
あ
る
が
、
三
位
は

ナ
ウ
ル
共
和
國
で
東
京
都
品
川
区
と
同
等
の
面

積
ニ
―
平
方
キ
ロ
の
島
国
で
、
現
在
の
人
口
は

一
万
人
強
で
あ
る

（図

3
)。
場
所
は
赤
道
か

ら
五

0
キ
ロ
ほ
ど
南
側
の
南
太
平
洋
に
あ
り
、

古
代
か
ら
海
洋
民
族
が
拠
点
と
し
て
い
た
が
、

十
八
世
紀
以
後
は
西
洋
の
船
舶
が
食
料
や
淡
水

世
界
第
三
の
富
裕
国
家
で
あ
っ
た
ナ
ウ
ル

平
方
キ
ロ
の
低
木
地
帯
を
農
地
に
転
換
す
る
計

画
が
立
案
さ
れ
た
。
し
か
し
調
査
が
進
展
す
る

と
、
土
壌
が
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
栽
培
に
適
合
し
て
い

な
い
、
耕
作
の
た
め
に
水
源
が
付
近
に
存
在
し

な
い
、
危
険
な
野
生
生
物
が
棲
息
し
て
い
る
な

ど
の
問
題
が
次
々
と
浮
上
し
て
き
た
。

＿
九
四
九
年
に
は
収
穫
さ
れ
た
作
物
を
イ
ン

ド
洋
岸
の
ダ
ル
エ
ス
サ
ラ
ー
ム
の
港
湾
ま
で
輸

送
す
る
鉄
道
も
敷
設
さ
れ
準
備
は
で
き
た
が
、

肝
心
の
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
は
四

0
0
0ト
ン
の
種
子

が
播
種
さ
れ
た
も
の
の
収
穫
は
半
分
の
二

0
0

0
ト
ン
で
し
か
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
翌
年
に
は

作
物
を
ヒ
マ
ワ
リ
に
転
換
し
た
が
、
干
魃
に
よ

っ
て
失
敗
し
た
。

一
九
五

一
年
に
事
業
は
中
止

に
な

っ
た
が
、
伐
採
さ
れ
た
森
林
が
回
復
す
る

こ
と
は
な
か

っ
た
。
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太
平

の
補
給
の
た
め
寄
港
す
る
よ
う
に
な
り
、

洋
戦
争
中
は
日
本
が
占
領
し
て
い
た
。

こ
こ
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
ア

ホ
ウ
ド
リ
な
ど
海
鳥
の
糞
尿
が
長
年
蓄
積
し
て

固
化
し
た
グ
ア
ノ
と
名
付
け
ら
れ
る
リ
ン
鉱
石

が
地
表
を
被
覆
し
て
い
る
こ
と
が
二
十
世
紀
に

な

っ
て
判
明
し
、
そ
の
輸
出
に
よ

っ
て
世
界
有

数
の
富
裕
な
国
家
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
盛

期
に
は
島
民
は
税
金
も
医
療
も
教
育
も
無
料
で

島
内
を
高
級
外
車
で
ド
ラ
イ
ブ
し
、
買
物
は
専

用
飛
行
機
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ま
で
出
掛
け
る
と

い
う
天
国
の
よ
う
な
生
活
を
享
受
し
て
い
た
。 図3ナウル共和國

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
南
面
に
源
流
の
あ
る
全
長

が
世
界
二
五
位
の
ブ
ラ
マ
プ
ト
ラ
川
と
四

0
位

の
ガ
ン
ジ
ス
川
は
下
流
の
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ

国
内
で
合
流
し
、
網
目
の
よ
う
な
河
川
が
デ
ル

タ
地
帯
を
流
下
し
ベ
ン
ガ
ル
湾
に
流
入
し
て
い

く
。

一
九
七
一
年
に
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
独
立
し

た
世
界
八
位
の
一
億
七

0
0
0万
人
の
バ
ン
グ

ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
国
民
は
世
界
七
位
と
い
う
高
密

な
人
口
密
度
で
下
流
の
デ
ル
タ
地
帯
で
生
活
し

て
い
る

（図

4
)。

こ
の
数
百
に
も
な
る
河
川
は
頻
繁
に
洪
水
を

発
生
さ
せ
る
が
、
そ
の
原
因
は
イ
ギ
リ
ス
が
イ

ン
ド
を
植
民
地
に
し
て
い
た
時
代
に
、
河
川
の

源
流
地
域
に
あ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
山
麓
の
ア
ッ

紅
茶
の
た
め
の
森
林
伐
採
に
よ
る
洪
水

し
か
し
有
限
の
グ
ア
ノ
は
当
然
の
よ
う
に
枯

渇
し
経
済
が
維
持
で
き
な
く
な

っ
た
た
め
、
ナ

ウ
ル
は
審
査
な
し
で
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
し
、

銀
行
は
取
引
も
記
録
し
な
い
経
営
に
し
た
た
め

テ
ロ
組
織
が
資
金
洗
浄
に
利
用
す
る
な
ど
犯
罪

の
巣
窟
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
が
微
妙

に
な

っ
て
き
た
。
そ
こ
で
日
本
が
技
術
協
力
や

経
済
援
助
を
開
始
し
、
二
0
ニ
―
年
に
は
荒
天

で
も
入
港
や
出
港
の
で
き
る
国
際
港
湾
を
建
設

す
る
な
ど
友
好
関
係
を
構
築
し
て
い
る
。

サ
ム
や
ダ
ー
ジ
リ
ン
の

一
帯
の
森
林
を
伐
採
し
、

紅
茶
の
原
料
と
な
る
茶
葉
を
栽
培
す
る
た
め
の

茶
畑
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
保
水
能
力
が
低
下

し
た
山
麓
地
帯
か
ら
は
大
量
の
土
砂
が
流
下
し

て
河
口
の
デ
ル
タ
地
帯
に
堆
積
し
た
こ
と
に
よ

り
氾
濫
は
頻
発
す
る
よ
う
に
な

っ
た。

一
九
八
九
年
に
は
全
国
洪
水
対
策
実
施
計
画

を
策
定
、
全
長
三
五

0
0キ
ロ
の
堤
防
建
設
を

計
画
し
た
が
、
建
設
費
用
が
巨
額
に
な
る
こ
と

が
判
明
し
て
計
画
は
破
棄
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

史
上
最
悪
の
洪
水
に
よ

っ
て
国
土
の
七
割
が
浸

水
す
る
事
態
が
発
生
、
数
百
万
人
の
国
民
が
住 図4バングラディシュ
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一
九
五
七
年
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
N
・
フ
ル

シ
チ
ョ
フ
第
一
書
記
は
「
一
五
年
以
内
に
工
業

生
産
と
農
業
生
産
で
ア
メ
リ
カ
を
凌
駕
す
る
」

と
宣
言
し
た
。
こ
の
政
策
に
触
発
さ
れ
た
中
国

の
毛
沢
東
共
産
党
首
席
は
一
九
五
八
年
に
第
二

次
五
カ
年
計
画
を
立
案
し
「
こ
の
政
策
に
よ
っ

て
世
界
二
位
の
経
済
大
国
イ
ギ
リ
ス
を
今
後
一

五
年
で
上
回
り
、
一
位
の
ア
メ
リ
カ
と
対
等
に

な
る
」
と
宣
言
し
、
農
業
と
製
鉄
を
発
展
さ
せ

る
「
大
躍
進
政
策
」
を
開
始
し
た
。

し
か
し
先
端
の
技
術
情
報
は
十
分
に
入
手
で

き
ず
、
産
業
基
盤
も
貧
弱
な
ま
ま
で
一
気
に
高

度
な
産
業
製
品
を
生
産
す
る
こ
と
は
様
々
な
破

綻
を
も
た
ら
し
た
。
鉱
炉
を
建
設
す
る
た
め
の

耐
火
煉
瓦
は
生
産
し
て
い
な
い
た
め
歴
史
的
建

造
物
を
解
体
し
て
煉
瓦
を
調
達
し
、
鉱
石
も
供

給
不
足
の
た
め
家
庭
に
あ
る
鍋
釜
な
ど
鉄
製
の

器
具
を
供
出
さ
せ
て
原
料
に
す
る
な
ど
強
引
な

手
段
が
強
行
さ
れ
、
結
果
と
し
て
産
業
全
体
が

破
綻
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

毛
沢
東
に
よ
る
大
躍
進
政
策

居
も
食
料
も
な
い
と
い
う
状
態
に
な
っ
た
。
以

後
も
洪
水
対
策
計
画
は
策
定
さ
れ
た
が
膨
大
な

費
用
の
た
め
実
施
で
き
ず
、
二

0
二
五
年
に
も

深
刻
な
洪
水
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
の
五
例
は
一
部
の
地
域
に
問
題
を

も
た
ら
す
規
模
で
あ
っ
た
。
し
か
し
環
境
問
顆

は
気
温
上
昇
、
森
林
減
少
、
海
洋
汚
染
、
砂
漠

拡
大
、
生
物
減
少
な
ど
地
球
規
模
に
拡
大
し
て

地
球
規
模
の
循
環
を
破
壊
し
て
い
る
脅
威

そ
れ
を
加
速
し
た
の
が
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
農

業
理
論
の
影
鬱
で
、

T
・
ル
イ
セ
ン
コ
の
疑
似

科
学
理
論
を
信
奉
し
て
化
学
肥
料
を
使
用
し
な

い
農
業
が
一
九
五
八
年
か
ら
推
奨
さ
れ
る
と
と

も
に
、
ネ
ズ
ミ
、
ス
ズ
メ
、
ハ
エ
、
力
を
駆
除

す
る
四
害
駆
除
運
動

（図
5
)
が
実
施
さ
れ
た

結
果
、
害
虫
が
繁
殖
し
て
凶
作
と
な
り
、
最
大

で
四
五

0
0
万
人
が
餓
死
す
る
惨
事
と
な
っ
た
。

政
治
が
科
学
を
左
右
す
る
危
険
を
明
確
に
し
た

歴
史
的
大
事
件
で
あ
る
。 t

 

図5四害駆除運動のポスター

い
る
。
そ
れ
ら
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

森
林
減
少

ぃ
一
万
年
前
に
六
二
億
ヘ
ク
タ
ー

ル
あ
っ
た
森
林
は
現
在
四

0
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

な
り
、
最
近
で
は
毎
年
五

0
0
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

減
少
し
て
い
る
。
単
純
に
計
算
す
れ
ば
八

0
0

年
後
に
地
球
の
森
林
は
消
滅
す
る
。

海
洋
汚
染

[
―
九
五

0
年
以
後
、
世
界
で
生

産
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
八
五
億
ト
ン
で
廃

棄
さ
れ
た
の
は
六
五
億
ト
ン
と
推
定
さ
れ
、
か

な
り
が
海
洋
に
流
出
し
、
二

0
五
0
年
に
は
魚

類
以
上
の
重
星
に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
。

気
温
上
昇

直
四
去
二

0
0
0年
で
世
界
の
平

均
気
温
は
一
度
上
昇
し
て
お
り
、
こ
れ
は
東
京

が
長
崎
の
気
温
に
な
る
こ
と
に
相
当
す
る
。
さ

ら
に
ニ
―

0
0年
に
は
五
・
七
度
上
昇
す
る
予

測
も
あ
り
、
地
球
沸
騰
が
現
実
に
な
る
。

生
物
減
少
i

地
球
に
は
八
七

0
万
種
の
生
物

が
棲
息
し
て
お
り
、
一
七

0
0年
か
ら
最
近
ま

で
に
二

0
％
に
相
当
す
る
一
七

0
万
種
が
絶
減

し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
生
物
世
界
の
頂
点
に
あ

る
人
間
の
足
元
が
崩
壊
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
は
天
変
地
異
に
よ
っ
て
出

現
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
巨
大
な
生
物
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
の
頂
点
に
あ
る
人
間
が
循
環
し
て
い
る
自

然
環
境
を
自
身
の
都
合
で
破
壊
し
て
き
た
結
果

で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
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